
する関東北部の大名と抗争を繰り広げてい
ました。 秀吉は家康を介して 「惣無事」
の意向を北条氏に伝えていました。 北条氏
も一旦は秀吉に従う姿勢を示しましたが、
以前からその帰属を巡って対立していた真
田氏の名胡桃城（現群馬県みなかみ町）
を急襲、 城を占拠してしまいます。
秀吉はこれを 「惣無事」 に反する行為とし、

小田原の北条氏攻略に向け全国の諸大
名に出陣を命じます。 天正18年（1590）
のことです。

【小田原陣仕寄陣取図】
秀吉の軍は、 信濃国（現長野県）と東

海から小田原を目指します。 一方の北条
氏は、 領内にある多数の支城の守りを固め
ながら、 居城の小田原城にも各地の家臣
を集めて籠城し、 攻撃に備えました。 当時
の小田原城は、 城下町も取り込んだ 「惣
構（そうがまえ）」 とよばれる巨大な城であり、
戦国期は上杉謙信や武田信玄の攻撃も
退けた経験を持つ城でした。 北条氏はこれ
まで同様、 籠城することで秀吉の攻撃を凌
げると考えていたのかも知れません。
ところが、 小田原攻城戦の図である 「小

【小田原攻め】
織田信長没後、 織田家中における後継

者争いに勝利した豊臣（羽柴）秀吉は、
全国統一に向け、 天正13年（1585）に
四国の長宗我部氏を、 天正15年に九州
の島津氏を降伏させて西日本を平定し、
彼の目は東に向けられました。
これより先、 天正12年には東海から甲信

地方（現山梨 ・ 長野両県）を治めていた
徳川家康と対立したものの、 武力征討に
敗北し、 妹を家康の後室に送り込むなどし
て懐柔をはかります。 その結果、 家康は秀
吉の傘下に入り、 全国統一は関東 ・ 東北
を残すのみとなりました。
ところで、 秀吉による全国統一の考え方

に 「惣無事」 というのがあります。 これは、
全国の大名の私的な戦闘を禁止するもの
で、 九州や関東 ・ 東北の大名に示されま
した。 九州の島津氏はこれに従わなかった
ために、 秀吉による軍事討伐の対象となり
ました。
さて、この頃関東地方では、小田原城（現

神奈川県小田原市）を居城とする北条氏
が関東を制圧する勢いを有し、 これに抵抗

「小田原陣之時街道筋諸城
守衛図」

（毛利家文庫 58絵図 835）

この資料は、京都より小田原
までの街道筋にある主な城など
を守備する軍を示した図です。
尾張・三河近辺の地を吉川・小
早川両家の軍が守備していたこ
とが窺えます（毛利輝元は京都
の留守居をしていました）。

天下統一と海（1）～小田原合戦と水軍～

その記録と記憶
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「小田原陣仕寄陣取図」（毛利家文庫58絵図837（2の2））
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田原陣仕寄陣取図（おだわらじんしよせ（しより）じんとり
ず）」 を見ると、 かつてとは違い、 海上までも厳しく封鎖さ
れていることが窺えます。 図には 「長宗我部」（元親、 土
佐国）・ 「加藤」（嘉明、 淡路国）・ 「九鬼」（嘉隆、 志
摩国）・ 「脇坂」（安治、 淡路国）など、 水軍を持つ大
名の名が見えます。 彼らは海上に番所を設け、 行き交う
船を監視していたようです。
天下の名城 ・ 小田原城も、 陸と海から攻囲され、 領内

の支城の大半が秀吉の軍に攻め落とされたため、 ７月５
日に降伏 ・ 開城しました。
これより先、 秀吉は東北の諸大名には小田原への参陣

を命じ、 多くの大名がこれに応じたため、 北条氏の降伏を
もって、 彼による天下統一は成し遂げられました。

【小田原攻めと毛利氏】
中国地方の毛利氏にも小田原攻めについての命令があ

りました。 その際、 毛利輝元には京都の守衛が任され、
小早川隆景と吉川広家の軍勢は、 尾張国 ・ 三河国（い
ずれも現愛知県）の諸城を守備することになりました。 この
うち、 小早川隆景は清洲城（現愛知県清須市）、 吉川
広家は岡崎城（現愛知県岡崎市）に入っています。
一方、 毛利氏の水軍は、 先述した長宗我部氏ら諸大

名の水軍と共に、 北条氏の支城のひとつ下田城（現静
岡県下田市）の攻略に加わっていたようです。 下田城は
海に面した岬の先端に築かれた城で、 北条氏の水軍を率
いた清水氏が守っていました。 小田原攻めにおける毛利の
水軍の戦いを窺うことができます（下写真参照）。

閥閲録 40 井原藤兵衛（県庁伝来旧藩記録 5 閥閲録62）
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